
三陸沖の活動

2011年1月1日～2016年8月21日、M≧3.0
青：2011年9月、緑：2015年2月、赤：2016年8月20日以降

2016年8月20日～21日、M全て
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2016年8月20日以降の三陸沖の活動と周辺の地震のすべり分布との位置関係

震央分布図
（2011年1月1日－2016年8月21日、深さ0～100km、M≧3.0）

各コンター
紫： 2011年東北地方太平洋沖地震 [Yoshida et al. (2011)]
黒と橙： 1968年十勝沖地震 [永井・他 (2001)]とその余震 [Yamanaka and Kikuchi (2004)]
緑： 1989年三陸沖の地震 [Yamanaka and Kikuchi (2004)]
青： 1994年三陸はるか沖地震 [永井・他 (2001)]
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8月20日以降の地震を赤で表示
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